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【表紙画像説明】
小マゼラン銀河内部における大質量星の固有運動ベクトル．ベクトルの色は固有運動の方向を表し，北

西（右上）に向かう青色と，南東（左下）に向かう赤色のベクトルが目立つ．大質量星に見られる北西‒南
東方向の逆向きの運動は，南東に位置する大マゼラン銀河の潮汐力によって小マゼラン銀河が引き裂かれ
る描像に一致する．さらに，大質量星は銀河の回転運動を示さず，小マゼラン銀河における銀河回転の不
在を示唆する．
【今月の表紙デザイン】
宇宙への関心と技術の発展は人類史にも大きな影響を与えました．原始太陽が誕生してから現在の太陽
系が形成される時間経過の中に私もいるのだという思いで毎号デザインさせていただきました。今号は太陽
系儀をモチーフにし，この 1年間を締めくくりたいと思います．幼少期に見上げた七夕の夜空，あの感動が
再び蘇ってくるような素晴らしい 1年間でした．


